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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第１四半期連結
累計期間

第28期
第１四半期連結

累計期間
第27期

会計期間
自2019年６月１日
至2019年８月31日

自2020年６月１日
至2020年８月31日

自2019年６月１日
至2020年５月31日

売上高 （千円） 12,401,481 13,163,408 51,072,226

経常利益 （千円） 642,272 1,087,854 4,067,915

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 235,531 419,924 1,793,048

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 382,609 606,827 2,602,580

純資産額 （千円） 12,158,714 9,240,451 14,154,853

総資産額 （千円） 28,829,913 34,798,262 39,825,005

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.44 22.07 94.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 12.31 21.92 93.65

自己資本比率 （％） 30.7 26.6 25.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動のレベルを段階的に引き上げていく中で持ち直

しに向かうことが期待されているものの、引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、そのペースは鈍

く、また、金融資本市場の変動等の影響を注視する必要もあることから、厳しい状況が続くと見込まれておりま

す。

このような状況のもと、当社グループでは、医療従事者・生活インフラを守る役割を担う方々のお子様もお預か

りする病院・企業等が設置される事業所内保育施設・認可保育園・学童クラブ、高齢者の健康と安全を守る介護施

設の運営をはじめ、保育・介護業界はもちろんのこと、テレワークやＥＣ販売を実現するためのネットワークイン

フラを支える通信業界におけるカスタマーサポートや端末販売、生活必需品の円滑な流通を支える製造・物流業

界、生活に不可欠な施設等の新設・維持補修を行う建設業界といった当社グループの事業領域を、改めて生活にな

くてはならない業界と認識し、就業人口の増加を実現すべく、働きやすい環境の整備と雇用の創出に注力いたしま

した。

生活総合支援サービス企業として、より一層、ゆりかごからハッピーエンディングまで、人生のどの段階におい

てもなくてはならない企業グループを目指し、引き続き、子育て支援サービス事業、総合人材サービス事業、介護

関連サービス事業において、高いサービス品質で利用者様に選ばれ続ける保育・介護施設の運営と、多様な人々の

「働く」を支援することによる就業人口の増加に注力することで、不安定な社会情勢においても、少しでも社会に

安心を提供できるよう、待機児童・人材不足・雇用の創出・介護離職といった社会課題の解決に取り組むととも

に、事業の拡大に邁進してまいります。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大により、総合人材サービス事業において、ファッション業界（アパレ

ル・化粧品）やインバウンド系の製造における売上の減少や、販促イベントの中止等はあったものの、社会になく

てはならないことにこだわり事業を展開してきたことから、前第４四半期連結会計期間中に注力業界を変更できた

ため、業績への影響はございません。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高13,163,408千円（前年同期比6.1％増）、営業利

益838,708千円（同53.4％増）、経常利益1,087,854千円（同69.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

419,924千円（同78.3％増）となりました。

なお、連結子会社であるライクキッズ株式会社株式に対する公開買付け等の実施の結果、2020年８月28日に全株

式を取得し完全子会社となっておりますが、連結業績への影響は第２四半期累計期間以降となります。

 

各セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（子育て支援サービス事業）

子育て支援サービス事業につきましては、コロナ禍において、医療従事者・生活インフラを守る役割を担う方々

のお子様をお預かりするだけでなく、外出がしづらくなる中で、子育てに関する悩みを相談できるところが少なく

なった保護者様の支えになるといった観点からも、保育施設の社会的な役割は大きくなっており、今年度末に待機

児童をゼロにするという政府目標の達成も難しくなっていることから、連結子会社であるライクキッズ株式会社及

びライクアカデミー株式会社において、引き続き、認可保育園や学童クラブ等の運営と、病院・企業等が設置する

企業主導型保育等の事業所内保育の受託運営を行うとともに、保護者様・お子様に選ばれ続ける高品質の保育とご

利用いただきやすい立地や設備を備えた新規施設の開設と、人材確保に悩む事業者様に対する事業所内保育のご提

案に注力いたしました。

また、深刻化する保育士不足に対し、ライクスタッフィング株式会社との連携により採用機能を強化するととも

に、保育士が働きやすい環境を作ることで定着率の向上を図った結果、人材の確保も順調に進んでおります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は6,209,441千円（前年同期比11.8％増）、営業利益

411,529千円（同35.9％増）となりました。

なお、連結子会社であるライクキッズ株式会社株式に対する公開買付け等の実施の結果、2020年８月28日に全株

式を取得し完全子会社となっておりますが、連結業績への影響は第２四半期累計期間以降となります。
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（総合人材サービス事業）

総合人材サービス事業につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大により、連結子会社であるライクスタッ

フィング株式会社及びライクワークス株式会社の事業領域であるモバイル、製造・物流、コールセンター、保育・

介護、建設業界が、生活インフラを支える業界であることが再認識され、エッセンシャルワーカーと呼ばれる人材

の需要が高水準で推移していることから、就業人口の増加に注力することで事業拡大に邁進いたしました。

また、コロナ禍においては、雇用情勢が悪化している業界もあり、雇用の創出も図るべく、引き続き、業界に特

化し蓄積してきた知識やノウハウ等の現場力を活かし、業務経験や社会経験の浅い方や、週５日フルタイム以外の

勤務を希望される方であってもご活躍いただけるよう、マッチング・就業フォロー・研修体制や顧客企業に対する

多様な働き方のご提案等を強化いたしました。

また、次の成長軸となる新規事業として、前期以前より推進しております建設業界向けサービス、外国人材就労

支援サービスの拡大についても、引き続き注力しております。

建設業界向けサービスについては、施工管理者や現場監督（補助）、現場事務、ＢＩＭ・ＣＡＤオペレーターと

しての就業者が、当第１四半期累計期間中にのべ100名を超えました。

主に、当社グループの新卒社員のうち、自分が本当に就きたい仕事は何か、どのように成長していきたいのか

を、当社グループで働くことで見つけ、ステップアップしていく「エキスパート職」が活躍しており、業界での就

業経験がなくても、社会人として仕事の厳しさを学び、コミュニケーションが円滑に取れ、やる気のある若年層の

人材に対する需要が高まる建設業界との良いマッチングが実現しております。

外国人材就労支援サービスについては、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、外国からの入国時期は変

わっておりますが、グループで130名以上の外国籍正社員が在籍し、2019年４月に新設された在留資格「特定技

能」での当社グループでの就業実績も１年を超えたことから、業界のリーディングカンパニーとしてのノウハウを

活かし、入国が始まった時に、より多くの企業様においてスムーズな受け入れをしていただけるよう、先立って日

本での留学や就業経験のある方を中心に、介護や建設業界等における就業支援を推進しております。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、ファッション業界（アパレル・化粧品）やインバウンド系の製造

における売上の減少や、販促イベントの中止等はあったものの、社会になくてはならないことにこだわり事業を展

開してきたことから、前第４四半期連結会計期間中に注力業界を変更し、製造・物流、コールセンター、建設業界

向けサービスが伸長した結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は5,062,364千円（前年同期比0.0％

減）、営業利益527,415千円（同39.2％増）となりました。

 

（介護関連サービス事業）

介護関連サービス事業につきましては、連結子会社であるライクケア株式会社において、引き続き、神奈川県・

東京都・埼玉県といった首都圏において24時間看護師が常駐し看取り介護を行う有料老人ホーム等を運営し、ご利

用者様・ご家族様に選ばれ続ける高品質のサービスを提供することに注力いたしました。2018年５月に新規開設し

たサンライズ・ヴィラ西葛西及び同年７月に新規開設したフェリエ ドゥ磯子が満床、10月に新規開設したサンラ

イズ・ヴィラ藤沢六会も順調に入居率を伸ばしております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,818,513千円（前年同期比6.5％増）、営業利益

98,460千円（同67.9％増）となりました。

（その他）

マルチメディアサービス事業におきましては、総合人材サービス事業におけるモバイル業界向けサービスのため

のアンテナショップとして携帯電話ショップ１店舗を運営しており、当第１四半期連結累計期間における売上高は

72,788千円（前年同期比3.2％減）、営業利益は6,963千円（同51.2％増）となりました。

（2）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は34,798,262千円（前期末比5,026,743千円減）、純資産は

9,240,451千円（同4,914,402千円減）、自己資本比率は26.6％（同1.3ポイント増）となりました。

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は14,477,096千円（前期末比5,140,869千円減）となりま

した。これは、短期借入金、１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の返済等に伴う現金及び預金の減少

3,671,205千円、受取手形及び売掛金の減少326,593千円等があったことによります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は20,321,166千円（前期末比114,125千円増）となりまし

た。これは、子育て支援サービス事業における新規開園等に伴う有形固定資産の増加390,418千円、のれんの償却

に伴う減少111,016千円等があったことによります。
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（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は16,482,974千円（前期末比55,506千円増）となりまし

た。これは、未払金の増加458,769千円、短期借入金の減少407,749千円等があったことによります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は9,074,836千円（前期末比167,848千円減）となりまし

た。これは、リース債務の増加307,284千円、長期借入金の減少462,697千円等があったことによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は9,240,451千円(前期末比4,914,402千円減）となりまし

た。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上419,924千円、配当金の支払266,377千円、2020年８月28日

に連結子会社であるライクキッズ株式会社の全株式を取得したことによる非支配株主持分の減少4,071,047千円、

非支配株主との取引に係る親会社の持分変動に伴う資本剰余金の減少957,422千円等があったことによります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

（5）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画していた重要な設備の新設について完了したもの

は次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容
金額
(千円)

完了年月

子会社
（ライクアカデ
ミー株式会社）

認可保育園
（東京都２園）

子育て支援サービス事業 保育設備 358,496 2020年６月

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2020年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,304,800 20,324,800
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

（注１）

計 20,304,800 20,324,800 － －

　（注）１．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．2020年９月１日から2020年９月30日までの間に、新株予約権の行使により20,000株増加いたしました。

３．「提出日現在発行数」欄には、2020年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年６月１日～

2020年８月31日

（注）１

3,200 20,304,800 707 1,513,312 707 1,682,912

（注）１．発行済株式総数、資本金及び資本準備金の増加は、新株予約権の権利行使によるものであります。

２．2020年９月１日から2020年９月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が20,000株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ4,421千円増加しております。

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2020年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,274,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,024,900 190,249 －

単元未満株式 普通株式 2,100 － －

発行済株式総数  20,301,600 － －

総株主の議決権  － 190,249 －

（注）2020年８月31日現在、新株予約権の行使による新株発行により発行済株式総数は3,200株増加し、20,304,800株と

なっております。

②【自己株式等】

    2020年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

ライク株式会社

大阪市北区角田町８番１

号梅田阪急ビルオフィス

タワー19階

1,274,600 － 1,274,600 6.27

計 － 1,274,600 － 1,274,600 6.27

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020

年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年６月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,092,211 9,421,006

受取手形及び売掛金 4,258,075 3,931,482

商品 5,924 6,104

原材料及び貯蔵品 6,373 5,616

その他 2,261,722 1,119,614

貸倒引当金 △6,343 △6,728

流動資産合計 19,617,965 14,477,096

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,153,945 11,192,915

機械装置及び運搬具（純額） 8,957 8,187

リース資産（純額） 1,352,688 1,692,745

建設仮勘定 243,310 282,536

その他（純額） 587,805 560,739

有形固定資産合計 13,346,707 13,737,125

無形固定資産   

のれん 1,405,206 1,294,189

その他 149,627 145,206

無形固定資産合計 1,554,833 1,439,396

投資その他の資産   

投資有価証券 655,844 586,162

関係会社株式 53,000 53,000

長期貸付金 1,003,634 987,459

差入保証金 2,510,328 2,477,958

繰延税金資産 721,082 720,715

その他 380,223 337,750

貸倒引当金 △18,613 △18,402

投資その他の資産合計 5,305,499 5,144,644

固定資産合計 20,207,040 20,321,166

資産合計 39,825,005 34,798,262
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 94,444 104,568

短期借入金 ※ 7,800,000 ※ 7,392,250

1年内返済予定の長期借入金 2,404,908 2,382,378

未払金 3,263,193 3,721,962

未払法人税等 868,397 475,276

未払消費税等 562,647 503,119

賞与引当金 668,131 457,184

株主優待引当金 21,980 7,790

その他 743,765 1,438,443

流動負債合計 16,427,467 16,482,974

固定負債   

長期借入金 5,878,137 5,415,440

繰延税金負債 102,046 83,866

資産除去債務 638,754 650,943

受入入居保証金 976,753 960,594

退職給付に係る負債 302,413 312,442

リース債務 1,289,646 1,596,930

その他 54,933 54,618

固定負債合計 9,242,684 9,074,836

負債合計 25,670,152 25,557,811

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,512,605 1,513,312

資本剰余金 1,087,224 130,507

利益剰余金 7,979,605 8,133,151

自己株式 △740,897 △740,897

株主資本合計 9,838,536 9,036,074

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 251,464 210,183

退職給付に係る調整累計額 △6,916 △6,500

その他の包括利益累計額合計 244,547 203,683

新株予約権 721 693

非支配株主持分 4,071,047 -

純資産合計 14,154,853 9,240,451

負債純資産合計 39,825,005 34,798,262
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年６月１日
　至　2019年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年８月31日)

売上高 12,401,481 13,163,408

売上原価 10,355,375 10,774,622

売上総利益 2,046,106 2,388,785

販売費及び一般管理費 1,499,240 1,550,077

営業利益 546,865 838,708

営業外収益   

受取利息 2,314 1,758

受取配当金 1,924 2,101

投資事業組合運用益 2,808 268

設備補助金収入 102,033 254,824

その他 6,171 9,195

営業外収益合計 115,253 268,148

営業外費用   

支払利息 11,510 16,961

投資事業組合運用損 901 －

補助金返還額 7,201 －

その他 233 2,039

営業外費用合計 19,847 19,001

経常利益 642,272 1,087,854

特別利益   

固定資産売却益 48 －

新株予約権戻入益 11 14

特別利益合計 60 14

特別損失   

固定資産除却損 39 660

固定資産売却損 30 －

特別損失合計 70 660

税金等調整前四半期純利益 642,261 1,087,208

法人税等 261,233 439,923

四半期純利益 381,027 647,285

非支配株主に帰属する四半期純利益 145,496 227,361

親会社株主に帰属する四半期純利益 235,531 419,924
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年６月１日
　至　2019年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年８月31日)

四半期純利益 381,027 647,285

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,830 △41,290

退職給付に係る調整額 △249 831

その他の包括利益合計 1,581 △40,458

四半期包括利益 382,609 606,827

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 237,237 379,060

非支配株主に係る四半期包括利益 145,372 227,766

 

【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度の有価証券報告書の

（追加情報）に記載いたしました仮定に重要な変更はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）

※当座貸越契約

　当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しており

ます。また、当社は、連結子会社であるライクキッズ株式会社の株式取得資金として、株式会社三井住友銀行と

特殊当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年５月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2020年８月31日）

当座貸越極度額の総額 7,800,000千円 13,200,000千円

借入実行残高 7,800,000 7,392,250

差引額 － 5,807,750

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ライク株式会社(E05536)

四半期報告書

12/19



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年６月１日
至 2019年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年６月１日
至 2020年８月31日）

減価償却費 240,284千円 293,610千円

のれんの償却額 116,016 111,016

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年６月１日　至　2019年８月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年８月26日

定時株主総会
普通株式 264,998 14 2019年５月31日 2019年８月27日  利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年６月１日　至　2020年８月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年８月27日

定時株主総会
普通株式 266,377 14 2020年５月31日 2020年８月28日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年６月１日　至　2019年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
総合人材

サービス事業
子育て支援
サービス事業

介護関連
サービス事業

計

売上高         

外部顧客への

売上高
5,063,482 5,554,237 1,708,248 12,325,968 75,513 12,401,481 － 12,401,481

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

116,637 － － 116,637 － 116,637 △116,637 －

計 5,180,119 5,554,237 1,708,248 12,442,605 75,513 12,518,119 △116,637 12,401,481

セグメント利益 378,771 302,713 58,637 740,122 4,904 745,026 △198,161 546,865

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、マルチメディアサービス

事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△198,161千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年６月１日　至　2020年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
総合人材

サービス事業
子育て支援
サービス事業

介護関連
サービス事業

計

売上高         

外部顧客への

売上高
5,062,364 6,209,441 1,818,513 13,090,319 73,088 13,163,408 － 13,163,408

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

129,286 － － 129,286 － 129,286 △129,286 －

計 5,191,651 6,209,441 1,818,513 13,219,606 73,088 13,292,694 △129,286 13,163,408

セグメント利益 527,415 411,529 98,460 1,037,405 7,263 1,044,668 △205,960 838,708

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、マルチメディアサービス

事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△205,960千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

（公開買付けによる株式の取得等について）

当社は、2020年６月９日開催の取締役会において、連結子会社ライクキッズ株式会社（以下「対象者」といい

ます。）の普通株式を金融商品取引法による公開買付けにより取得することを決議し、当該公開買付けにつきま

しては、2020年７月21日をもって終了しております。

その後、当社は対象者が発行していた転換社債型新株予約権付社債を2020年７月29日付で株式転換し、会社法

第179条第１項の規定に基づき株式売渡請求を実施し、2020年８月28日付で対象者を完全子会社としておりま

す。

 

１．企業結合の概要

（１）結合当事企業の名称及び事業の内容

結合当事企業の名称：ライクキッズ株式会社

事業内容：認可保育園・東京都認証保育所の運営、病院、企業、学校内の保育施設の受託運営を行う、ラ

イクアカデミー株式会社を主要事業会社とする純粋持株会社

（２）企業結合日

株式公開買付けによる取得       　2020年７月21日（みなし取得日　2020年８月31日）

転換社債型新株予約権付社債の行使　2020年７月29日（みなし取得日　2020年８月31日）

株式売渡請求による取得　       　2020年８月28日（みなし取得日　2020年８月31日）

（３）企業結合の法的形式

現金を対価とした株式取得及び転換社債型新株予約権付社債の行使

（４）結合後企業の名称

変更はありません。

（５）追加取得後の子会社株式の議決権所有割合

企業結合前の議決権所有割合　　　　　　　　　　　　 50.10％

株式公開買付け後の議決権所有割合　　　　　　　　　 93.46％

転換社債型新株予約権付社債行使後の議決権所有割合　 94.28％

株式売渡請求後の議決権所有割合　　　　　　　　　　100.00％

 

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支

配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

 

３．追加取得した子会社株式の取得原価及び対価の種類ごとの内訳（株式売渡請求による取得分を含む。）

　　取得の対価　　　　　　　　現金　　5,256,271千円

　　転換社債型新株予約権付社債行使　　1,000,000千円

　　取得原価　　　　　　　　　　　　　6,256,271千円
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年６月１日
至　2019年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年６月１日
至　2020年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 12円44銭 22円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
235,531 419,924

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
235,531 419,924

普通株式の期中平均株式数（株） 18,928,774 19,029,480

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
12円31銭 21円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 203,019 125,446

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

───────

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年10月12日

ライク株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 中畑　孝英　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岸田　　卓　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているライク株式会

社の2020年６月１日から2021年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020年８

月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年６月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ライク株式会社及び連結子会社の2020年８月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

 

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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